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バイクのレストアを行う。エンジンがかか
らない原因を自分達で調べ修理を行う。

原動機に関する構造も学習する。

 事故や消耗が理由の、通常の修理や整備で
はなく、製造時期から年数がある程度経っ
たビンテージモデルなどを復活、あるいは
保存する とを目的に修理や復元する と保存することを目的に修理や復元すること
である。

不良のあると思われる箇所をリストアップ

実車から部品を外し確認、修理、部品交換

組み立て、組み付け

動作確認

 ドライバー(＋、－)
 ニッパー
 レンチ
 ラジオペンチ
 キボシ端子プライヤー

プライヤ

 ソケットレンチ
 ディープソケット
 プラグレンチ
 スパナ
 メガネレンチ
 モンキレンチ

 プライヤー
 ハンダ
 ハンダゴテ
 ペンチ
 カッター
 テスター
 バッテリー充電器

キ
 歯ブラシ
 カナダワシ
 ハンマー
 ノギス
 六角レンチ
 ヤスリ
 ガス溶接
 アーク溶接
 グラインダー

◎ キャブレター

◎ イグニッションコイル

◎ 燃料タンク(燃料コック)燃料タ ク(燃料 ック)
◎ レギュレーター

◎ メインハーネス

◎ エアクリーナー

イグニッションコイルは、
12Vのバッテリー電圧や
ジェネレータで発生させ
た電圧を点火プラグの放た電圧を点火プラグの放
電に必要な15,000 -
35,000Vの高電圧を得る
一種の変圧器内の誘導コ
イルです。
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クリーニング前 クリーニング後

 レギュレータに錆が多
く付いていたため、錆
をとりきれいに磨くこ
とにより電流が流れや
すくなるすくなる。

 タンクの燃料コックが
不良だったので修理し
ようとしたが難しく代
替品を製作した。

 電気配線の端子に多く
の錆が付いていて、端
子に錆があると抵抗が
大きく電流が流れない大きく電流が流れない
のでやすりを使って錆
取りを行った。

表面の錆取りとエア
フィルターの清掃を
行った。

 今回の課題研究ではバイクのレストアにつ
いて調べたり分解や修理ができてよかった。

 不良だった箇所を修理することができエン
ジンをかけることができました。

 班のみんなでバイクの仕組みについて理解
を深めることができた

 エンジンはかけることができたが時間の都
合上、走行に必要な整備を終えることがで
きなかった


